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（仮称
かしょう

）明石市
あ か し し

障害者
しょうがいしゃ

への配慮
はいりょ

を促進
そくしん

し 

誰
だれ

もが安心
あんしん

して暮
く

らせるまちづくり条例
じょうれい

について 

 

 

１ 条例
じょうれい

が目指
め ざ

す明石市
あ か し し

のまちづくり 

   

 

 

 

 

 

 

 

○ 「対等
たいとう

ではない」≒差別
さ べ つ

を受
う

けている 

 

○ この条例
じょうれい

が扱
あつか

うトピック～「差別
さ べ つ

」とはどういう状態
じょうたい

？ 

不当
ふ と う

な差別的
さべつてき

取
と

り扱
あつか

い＝国語
こ く ご

辞書的
じしょてき

な意味
い み

の「差別
さ べ つ

」 

・ 車
くるま

いすは入店
にゅうてん

しないでください（スーパー銭湯
せんとう

・せまい飲食店
いんしょくてん

など） 

・ 療育
りょういく

手帳
てちょう

を持
も

っている人
ひと

はこの遊園地
ゆうえんち

のアトラクションに乗
の

らない

でく
 

ださい。 

・ 精神
せいしん

障害
しょうがい

や知的
ち て き

障害
しょうがい

のある人
ひと

が利用
り よ う

するグループホームはここに建
た

てないでください
 

。 

・・・など 

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

とない人
ひと

とが“対等
たいとう

”な関係
かんけい

となり、 

わけへだてられることのない明石市
あ か し し

 

目
もく

 標
ひょう

 

資料
しりょう
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  合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を提
てい

供
きょう

しないこと＝障害者
しょうがいしゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

からの新
あたら

しい「差別
さ べ つ

」 

・ 障害
しょうがい

のある人
ひと

が、障害
しょうがい

のない人
ひと

と同
おな

じように暮
く

らし、同
おな

じように過
す

ご

そうとすると、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とするさまざまな障壁
しょうへき

にあってなかなか

そうはいかない
 

。 

・ 障害
しょうがい

のない人
ひと

を基準
きじゅん

として社会
しゃかい

（モノ、建物
たてもの

、ルール、文化
ぶ ん か

など）が

形作
かたちづく

られているので、それを基準
きじゅん

に考
かんが

えると「障害
しょうがい

があるから我慢
が ま ん

してね」と迫
せま

られる場面
ば め ん

が多
おお

い。 

例
れい

）交通
こうつう

の緊急事態
きんきゅうじたい

を知
し

らせる手段
しゅだん

が音声
おんせい

だけ。 

     電車
でんしゃ

の開閉
かいへい

ドアが固
かた

すぎて押
お

せない。 

・ 「障害
しょうがい

があるから我慢
が ま ん

してね」 

→「みんな（障害
しょうがい

のない人
ひと

）で工夫
く ふ う

して、障害
しょうがい

のある人
ひと

を排
はい

除
じょ

し

ないためにはどうしたらいいか。」と考
かんが

えられる社会
しゃかい

にする！ 

     ⇒「障害
しょうがい

のある人
ひと

を排
はい

除
じょ

しないための工夫
く ふ う

」＝合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

 

・ 国際
こくさい

条約
じょうやく

でも、法律
ほうりつ

（障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

）でも、「合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を求
もと

めるこ

と」は、すべての障害
しょうがい

のある人
ひと

に保障
ほしょう

された基本的
きほんてき

人権
じんけん

である、とう

たってい
 

る。 
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２ 障害
しょうがい

のある人
ひと

が「わけへだてられない」ためのしくみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

差別
さ べ つ

されてしまったら… 

 

３ ほかの自治体
じ ち た い

の条例
じょうれい

はどうなっているか 

○ 現在
げんざい

、15の自治体
じ ち た い

で、同
おな

じような目的
もくてき

の条例
じょうれい

が定
さだ

められている。 

○ 条文
じょうぶん

の内容
ないよう

／相談
そうだん

・あっせん申立
もうしたて

・勧告
かんこく

件数
けんすう

 

→資料
しりょう

2-2参照
さんしょう

 

差別
さ べ つ

を解決
かいけつ

するための施策
せ さ く

 

第
だい

２段階
だんかい

＝第三者
だいさんしゃ

委員会
いいんかい

による

「あっせん」 

 

相談員
そうだんいん

 

 

 

障害者
しょうがいしゃ

  事業者
じぎょうしゃ

・行政
ぎょうせい

機関
き か ん

等
とう

 

第
だい

1段階
だんかい

＝相談
そうだん

・助言
じょげん

 

相談
そうだん

・調整
ちょうせい

 

 

障害
しょうがい

理解
り か い

・研修
けんしゅう

 

「合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

」に対
たい

する

公的
こうてき

助成
じょせい

制度
せ い ど

 

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

に関
かん

する情報
じょうほう

提供
ていきょう

 

市
し

による合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

 

差別
さ べ つ

が起
お

こらないための施策
せ さ く

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

とない人
ひと

とが“対等
たいとう

”な関係
かんけい

となり、 

わけへだてられることのない明石市
あ か し し

 

目
もく

 標
ひょう

 


